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インターバンクの声 （2014 年 9 月 17 日） 
 

いよいよ明日の日本時間未明、１６－１７日開催の米連邦公開市場委員会

（FOMC）声明が発表されるが、前日となる昨夜、低金利政策が変更されない

可能性があるとの一部報道があったようだ。このためニューヨーク・ダウが

１００ドルほどの上昇で終了、ドルは大幅ではなかったが、やや下落する場

面もあった。かつてはインサイダー情報として、複数のリサーチ会社が米連

邦準備銀行などから漏れ伝わる情報を基にした政策変更の可能性を伝えるレ

ポートが出回り、そのたびに相場も大きく反応したものだった。ただ近年は、

主に公的機関からの情報を中心に、何でもかんでも機密漏えいを疑ったり、

極端な場合は訴訟にまで発展したりするリスクが想定されることで、めっき

りこうした情報の類は減ってしまった。昨夜の情報も、やはりというかウォ

ール・ストリート・ジャーナル紙の FEDウォツチャー、ヒルゼンラス氏の記

事だった。こうした類の情報は、もはや同氏からしか発信されなくなってし

まったと言っても良いだろう。記事の内容は、やんわりと低金利が変更され

ない可能性を記したものだと思っていたら、今までの声明文の「資産買い入

れが終了した後、『相当の期間』低金利を維持する」との『相当な期間』の

文言の削除が次回１０月会合まで先送りする可能性があると具体的に記され

ている。明日未明の声明の内容がこの記事の通りになるとは限らないが、そ

の通りだった場合、ヒルゼンラス氏に妙な嫌疑がかからぬか、いらぬ心配を

してしまう。 
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